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中国語「得」補語文の構造

雄文 楚

はじめに

中国語では一般的に次のようなものを補語として扱う。

1．補語助詞「得」でつなぐもの｡

衣服洗得狼干浄。

他高共得不得了。

迭条河我跡得辻去。

2．述語と補語が直接結合するもの

老人家累坏了。

文章写好了。

小魂看完了。

他追上来了。

3．述語の後に置く数量詞が補語となるもの２）

迭部屯影我看辻三次。

北京我只去辻一趣。

送本小塊他反変換了五過。

4．助詞「佃」でつなぐもの鋤

把迄件事|可ﾉi､明白。

把鑑辻魂ﾉﾄｰ清二楚。

５．「介詞」でつなぐもの`）
●■の◆●

等到下午五点。

他生子一九五○年。

他釆目上海。

本稿では補語助詞｢得」でつなぐものだけを取り上げて考察することにする。｢得」

でつなぐものは次のようなものがある。
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動詞が補語になるもの。

他気得突了。

形容詞が補語になるもの。

四周安静得出奇。

副詞が補語になるもの。

天気阿熱得恨。

名詞が補語になるもの。

他突得一股的泪。

代詞が補語になるもの。

他党糊徐得迄祥。

連語が補語になるもの。

我累得出了一身大汗。

他笑得比ﾛリオ更Uliil亮、更俟久。

文が補語になる。

大lIHl1西得我矢昏服花。

「得」は補語助詞として使うほかに，動詞、助動詞、語いの構成成分としてもよく

使われるが，これらの使い方は別の問題だから，本稿では考察しないことにする。

例えば，

他得了肺炎。（動詞）

我｛､不得不圦真考慮迄ﾉﾄ|可題。（助動詞）

我党得情況不対共。（語いの構成成分）

－「得」補語の発生

「得」という字はもともと動詞として使っていた。素以前の時代では「得る、独得」

という意味の他動詞として使っていた。

得良姉而友之。《筍子・性怒》

不以其道得之。《陀浩・里仁》

その後「得」は「得る」という意味から新しく「可能」を表わす意味が派生した。

可能の意味を表わすこの「得」は単独或は動詞の前に置いて述語として使っていた。

欲免，得乎。

穰候十攻魏而不得佑者，非秦弱而魏握也。《銭国策・秦策三》

回也視予枕父也，予不得視枕子也。《ぬ浩・先途》
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漢の時代では「得」の使い方には大きな変化が生じた。即ち「得」は動詞の前か

ら動詞の後に置くようになった。

今臣力王却芥之兵，而攻得十城。《史尼・泳秦侍》

太公杓得巨色，利色得杓。《it衛・妃妖》

この時期には「得」は動詞の後に置いても，やはり「得る.独得」という実の意

味の品詞として使い，補語助詞にはまだなっていなかった。播允中氏の考察5)による

とおよそ南北朝時代から「得」は実の意味がだんだん無くなり，完全な助詞として

使い始めた。

凡科’小麦地，……，至春能鋤得丙遮，最好。《芥民要塊・余呪》

秋耕不堪下秤，元|､耕得多少。《同上》

一方，岳俊発氏の考察6)では，動詞の後に置く「得」は後漢の末期ごろから「得る」

という意味から動作の完了を表わす意味が発生したと指摘している。

先嫁得府吏，后嫁得郎君。《焦仲卿妻》

医得眼前癌，刺却心矢肉。《味家田》

「得」はこの動作の完了の意味から補語をつなぐ補語助詞に変わったのである。

鋤得五週以上，不緬構。《芥民要木・称谷》

滴泉洗得浩，翠露侵来録。《樵槽》

また氏の考察によると，可能補語をつなぐ「得」も「可能」の意味から発生した

のだと指摘している。

子|ﾖ：“里仁方美，捧不処仁，焉得知？”《佗悟・里仁》

田力王田，実宍不得。《后汲将・随鴬侍》

気象四吋溝，元人画得成。《処｝`||洞溪》

一方,楊建国氏の考察７１では可能補語は晋の時代には既に否定式が出現したと指摘

している。

楼高望不児，尽日園干矢。《西洲[''1》

西箱急崖数万初，瓢不兄底。《水鑑注》

このようにこれまでの諸研究の成果をまとめると，およそ次のようなことが言え

る。

補語助詞「得」はもともと「得る」という意味の動詞として使われていた。およ

そ「論語」の時代から動詞の「得」は「可能」という新しい意味が発生した。この

可能の意味を表わす「得」は動詞として単独で述語になったり，助動詞として述語

動詞の前に置いたりして使っていた。漢の時代ごろからこの「得」は大きな変化が
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生じた。即ち動詞の前から動詞の後に置くようになった。しかし妓初は動詞の後に

置いても，「得」はやはり「得る」或いは「可能」の意味を表わすものとして使って

いた。およそ南北朝時代ごろから動詞の後に置く「得」は実際の意味がだんだん薄

くなり，助詞としての機能が強くなり始めた。大体唐の時代から動詞の後に置く

｢得」は補語をつなぐ完全な助詞として成立したのである。そして今日まで続いてき

た。しかし「得」でつなぐ補語文は現在のような形になるまでにはやはり幾つかの

変化があった。特に現在では使わない構造があった。先ず次の構造を見てみよう。

述語十得十目的語十補語（Ｖ得ＯＣ）

知府道：“我正連日事忙，未曾同得体小仔畑｡”《水iijF》

眼随的人又不少，ノ材､要奉承得他好。《醒世恒言》

この織造は末・元時代ではよく使われていたが，清の時代ごろから用例がとても

少なくなった。王カ氏の考察8)では『紅楼夢」にはこの櫛造は殆ど見られなく，一例

しか見付かっていないと指摘している｡一方,岳俊発氏はこの構造は清の時代になっ

ても依然としてよく使われていたと反論している!))｡この榊造は何時完全に消えたの

かまだはっきり分らないが,いずれにしろ現代中国語ではもう殆ど使わなくなった。

また次のような鱗造も朱・元時代にはあったが，現代中国語では殆ど使わなくなっ

た。

述語十目的語＋得十補語（ＶＯ得Ｃ）

休娘念体得根。

亦知太以敬来倣事得重。《河南程氏逝キリ》

可能の意味を表わす補語の場合も現在使わない構造があった。

不十述語十得十補語（不Ｖ得Ｃ）

我井不理会得来。《元代白活碑集》

便干天理不湊得着。《米子突浩．iⅡ|｢]人》

この櫛造は宋・元時代にはすこしあったが，明の時代以後は使わなくなった。続

いて次の構造を見てみよう。

述語十得十目的語十補語（Ｖ得ＯＣ）

打得我颪。

述語十得十補語十目的語（Ｖ得ＣＯ）

散得成時。

この二構造は唐の時代に発生し，宋・元時代から多く使われるようになったと指

摘ざれれいる。また宋・元時代ではこの二構造は共存していたが，その後変化が起
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きて，「Ｖ得ＯＣ」の方がだんだん使わなくなった。楊建国氏の考察'０)では「Ｖ得Ｏ

Ｃ」の構造は末代以後はだんだん少なくなり，尤代以後は完全に消えてしまったと

指摘している。一方，岳俊発氏の考察皿)では「Ｖ得ＯＣ」構造は元代には消えるど

ころか，明代になっても「ｖｲﾘＬＣＣ」榊造よりも多く使われ，iiijの時代になって始

めて少なくなったと指摘している。いずれにしろ末・元時代に共存していた可能の

意味を表わす「Ｖ得ＯＣ」、「Ｖ得ＣＯ」二構造は「Ｖ得ＯＣ」の方が勢力がだんだ

ん衰えて最後に使わなくなったのに対して，「Ｖ得ＣＯ」の方が一向に衰えることな

く今日に至った。

このように唐の時代に成熟した補語助詞「得」から構成される補語文は現在のよ

うな形になるまでには種種な変化があったのである。

＝「得」補語文の構造

本章では補語助詞「得」でつなぐ補語文の構造を具体的に考察して行くが，主と

して「得｣前の部分、「得」後の部分、前の部分と後の部分との関係などに焦点を絞っ

て考察して行きたいと思う。

2-1．「得」前の部分

2-1-1補語助詞「得」の前に来る品詞は動詞、形容詞でなければならない。名詞

などはありえない。

他笑得肚子痛。（動詞）

天気熟得受不了。（形容詞）

迄篇文章得恨。×（名詞）

しかし次のような用例が示しているように，「得」の前には動詞、形容詞以外の品

詞が置かれている。このような場合の「得」は本稿で考察する補語文の問題に属せ

ず，別の文法問題になる。

迫ﾉi､「子労到要芙111k本都得向ﾉ1､人手里借銭去。（《荻奨作品》'2)）

什公吋候人也得吃坂，工「也得生芦。（同上）

泙峻的生活迫使他不得不１人真考慮|÷|己的前程。（同上）

在吟示漠辻冬，忌得緒各点)し秋菜煤伴IWii。（同上）

2-1-2動詞・形容詞と「得」との間には可能補語否定の場合を除いて，他の言葉

を加えることができない。

他笑得肚子痛。→他笑不得肚子捕。×
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他笑恨得肘二子痛。×

他笑我得肚子痛。×

2-1-3．動詞・形容詞の後には「着・了・過」のような時態助詞も加えることがで

きない。

他走了得恨累。×

他写辻得恨好。×

他看着得恨圦真。×

2-1-4.「得」の前に来る動詞・形容詞は単音節のものも双音節のものもあるが,単

音節のものが多い。

可是，我和我的同事几乎被他01的安排排得透不辻気来。（《荻奨作品》）

在ﾀﾄに使用上也套用迫力､法弊病恨多，不晁活，往往弄得小事力､不好，大事力不

成。（同上）

尽管他凉得叫不出声来，可他迂要Ull。（同上）

次は双晋節の用例である。

是上午三竿的吋候了，天空暗淡得象黄昏一般。（《荻奨作品》）

１１斤到休的消息，我筒直象在倣妙，全家人高妥得象泣措。（同上）

2-1-5．「得」前の動詞・形容詞は副詞などの修飾を受けることができる。

迭活看起来挺平常，但当肘，我砺実感劫得悼湘了。（《短篇逃》'3)）

他、那已鍾床得友黒了的脚，又流出了鮮紅鮮紅的血。（《荻奨作品》）

父奈接待他ｲﾛ肘，「]箇都失得泙泙的。（同上）

しかし否定の意味を表わす副詞「不｣、「没有」はあまり動詞・形容詞の前に置か

ない。

他姑得篁宜。→他不妨得宅互。×

他唱得恨好。→他没有唱得恨好。×

他忙得昏天黒地。→他不忙得昏天黒地。×

2-1-6．「得」の前に受け身の意味を表わす「被」などの連語を置くことができる。

他已鐙被旅得塊不出活来了，但是他心里明白他得救了。（《荻奨作品》）

那貼在職上的虹録録的大林浩，己被寒ＩＲＩ刮得残破不全了。（同上）

女主人袷槁得不知所措。（《短篇逸》）

2-1-7．「得」の前に使役の意味を表わす「使」などの連語を置くことができる。

一十雄吾示族人都不避嫌疑接待他，込使朱錐民感劫得泪花宜逃。（《荻奨作品》）

“休的信我漠了好多遮｡”妻子経経的一句使他的心跳得更快了。（同上）
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2-1-8「得」の前に「把」で構成される連語を置くことができる。

接着焼起了大火，把四周映得如同白昼。（《荻奨作品》）

塊着，甑巍巍扮起手臂把那些銭打得四散~Ｗｉ。（《短篇逸》）

2-1-9.「得」の前に「連……都｣、「比……都」などのような連語を置くことができ

る。

史元前例的年月，達春天都来得晩。（《荻奨作品》）

然而，他、到死達対自身藝也糊溌得恨。（《短篇逃》）

2-1-10「得」の前の動詞・形容詞が亜復し，その間にコンマを加えて分断させる。

那味道是那祥彊烈，遥烈得使我窒息。（《短篇逃》）

天杢是一利'奇怪的黄，黄得党象熟透的黄瓢西瓜那般。（同上）

芙水人用手将瓶子橡着鋳，鋳得IIfIl卜地u向。（同上）

重複する時にはその前の動詞は目的語を伴なうことかできる。

他洪英培垪得恨流利。

“休看着力肥，来点蛋樵和小点心，看屯影看得肚子都餓了｡”（《短篇逃》）

甚至鐘了臭)し的胖緬子，噸得高出半裁的臭)し弓下腰来。（同上）

2-2「得」前の主語の問題

2-2-1「得」前の動詞は施事主語を伴う。

訓令垪得俟弓脆上麻子通虹、炊人lﾘﾃ得如捗如痴。（《短篇逸》）

我活得不成ﾉﾄ人llii1役人荊我塊句公道活'１１１。（同上）

2-2-2「得」前の動詞は受事主語・話題主語を伴う。この場合の主語は動作を行う

主体ではなく，ただ櫛進上に於いて文の主語の位置にあるだけで，意味及び動詞と

の係わりから見れば，むしろ動作を受ける対象となる。

事干得多，麻炳惹得多，人得罪得多，他都大大別W1，満不在乎。（《荻奨作品》）

禍三家的朏子愈友光洞，雪花膏抹得也恨厚。（《短篇逃》）

青石杓迭一回村宴，只吃得人仰弓翻，只喝得天昏地暗。（同上）

2-2-3.「得｣前の動詞の主語が前の文の主語と同一の場合はよく前の文の主語を受

けて省略される。

黒狗毫不收欽，［］将蝿子拉得与身体成一条宜銭。（《短篇逃》）

他鞄下山米，［］鉋得恨快，［］喘得恨急，撞着了一ﾉﾄ男人，Ⅱ下鉋了一只野

猫。（同上）

2-2-4.「得」前の動詞の主語は特定の人などを指すのではなく，一般の人々などを
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指す場合にはよく省略される。

地現在井没有友生什公事，［］就岡得弛焦矢炬額，畭都没処去蝶。（《短篇逸》）

梢一静心，［］就Iﾘﾃ得ﾘu直、磁磁生侯的快禾Ⅱ申吟。（同上）

2-2-5．「得」前の動詞の主語は前文の目的語を受けて省略される。

巨大的鶴畷在岩壁１月窄小的杢|in盆旋,巻起一股股風,［］刮得砕石叫喚着宜流。

(《短篇逃》）

天上的星星出神地所着迄対兄弟在互吐心曲，不吋迂爆友出一陣吹笑，［］震得

庭院里的樹叶讓讓作胴。（《荻奨作品》）

2-2-6．「得」前の動詞の主語は前文の連体修飾語を受けて省略される。

休的|可題一解決，［］一定会変得年経起来，吹示起釆。（《荻奨作品》）

現在我的地位変了，就要走，［］忽公対得起作、。（同上）

2-2-7.「得」前の動詞の主語は前の文の場所､時間などを表わす連用修飾語を受け

て省略される。

他杵久オ怡起矢来，眼晴里亮着一汪水，［］被残りH映得友虹。（《短篇進》）

2-2-8．「得」前の動詞の主語は前の文の「兼語」成分を受けて省略される。

遇勘了他去，［］也玩得別;lItllf[Ｌ大家ｲﾖ共，婚婚也ｲﾖ柴。（《短篇逸》）

地想，弛婚領地出去散歩，也汗Ｘｌ了［］不致被迄些塊教逼得精神分裂ﾛ巴。（同

上）

2-2-9.「得｣前の動詞の主語は前後の関係から見てはっきりしている場合は分脈上

の意味を受けてよく省略される。

又lllii流勝泳,逆流上来｡［］勝得累了，仰面鯛在水上,看藍藍的天｡(《短篇逸》）

参笑了，是焦急后的笑，是等待后的笑，是担心后的笑，［］笑得有点勉渥，有

点苦浬，有点疲労。（同上）

2-2-10「得」補語連語が連体修飾になる時には「得」前の動詞・形容詞の主語は

後の被修飾語そのものである場合はよく省略される。

当年Ｉ１１ｆ得如酔如痴的宮大中，如今就姑在迭条錦帯的末端。（《荻奨作品》）

他看兄了已姪爬上岸，床得賦牙WII端的何克。（同上）

2-2-11「得」前の動詞の主語は後の文の主語を受けて省略される。

“略？［］悦得多経巧，休賠得了''９？,，（《短篇逸》）

［］看得出他是想轍近我，我更想巍近他，我要悦明我不是工友ｲﾛ所脱的那秤.映

徳冒烟几的家伏。（同上）

2-2-12．「得」前の動詞の主語は「得」補語の成分を受けて省略される。
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可是吃国家,吃社会主又,吃企』１４老本,［］吃得我、自己也'断塊｡(《荻奨作品》）

別的没什公，［］那些日子倒是餓得我亙打晃。（《短篇逃》）

2-2-13．上述では主として「得｣前の述語が動詞である場合の主語について考察し

てきたが，「得」前の述語が形容詞からなる場合にはその主語はあまり省略しない。

騨虐了一天的雪暴停息下来了，整ﾉﾄ夜空静得枕如几万万年以前的述古吋代。

(《荻奨作品》）

「里的没各老得不能用。（同上）

会以汗始前的迭段lけ同，場内准会熱IW1得象ﾉﾄ大集市。（同上）

生意好得恨，老婆俊得恨。（《短篇逸》）

2-2-14．「得」前の述語が形容詞の場合でも前後の関係がはっきりすれば，その主

語は省略することがある。

在收音机芳，除秀云斫着全会的公扱，［］高共得悼下了吹喜的眼泪。（《荻奨作

品》）

早几天，家里炸油倣子，燭点心，妙瓜子，……［］忙得不亦宋乎。（同上）

2-3「得」後の部分

この節では「得」後の部分，即ち「得」補語文の中心部である「得」補語につい

て考察して行く。「得」補語は形容詞、動詞、副詞、名詞、代詞及びそれらの品詞の

連語、文などから構成される。

先ず形容詞の場合を見てみよう。

2-3-1補語は何の修飾成分もない単独の形容詞から構成される。

在西方也述非毎ﾉﾄ人都辻得豪牢。（《荻奨作品》）

除炳冨心里也翻謄得后書，‘慌乱地塊，……。（同上）

小老弟同行一程前夫就分手夛，走迭半天反眼得紫,好象他(､是……。(《短篇逸》）

2-3-2．補語は「的」を伴う形容詞から構成される。

几件新衣続得好好的，放在枕夫下。（《短篇逸》）

現在我、学校斗得乱喚喚的，我就鉋到新彊来画画。（《荻奨作品》）

只見父衆的膣上一片阻競，眉矢破得累累的。（同上）

2-3-3．補語は四字の形容詞連語やＡＡＢＢ式の形容詞から構成される。

毎天姑拒台，累得腰酸腿痛，唯免肝火上升。（《荻奨作品》）

人、鉋得口干舌燥，想伐小茶室、餐斤都恨唯。（同上）

布谷島叫得臓檬脆肱，不知も在天上地上辺是山林昔晃里。（《短篇逃》）
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2-3-4補語は副詞など種種な連用修飾語を伴う形容詞から構成される。

也提高了Iﾘﾃ和脱法矯的能力，坂也吃得特別香。（《荻奨作品》）

休伐ﾉﾄ地方睡党，睡完党再塊。他活悦得挺経松。（《短篇逸》）

他、量然当了官，可日子泣得比当兵吋迩清苦。（《荻奨作品》）

弛又鳳得了在当吋糟得不能再糟的学校食堂搭伏的腔利。（同上）

2-3-5．補語は「又……又……」形式の形容詞連語から構成される。

既要照看娃L伺候他，迩得下地，本来画几般的人労得又黒又痩。（《短篇逃》）

セー辺鋳一辺咬，后来又倒退着拉蝿，使官的身体拉得又畑又伝。（同上）

2-3-6．補語は「那祥、那込Ｊなどを伴う形容詞連語から構成される。

他弾得那祥仇美，那祥和階。（《荻奨作品》）

他背箙井架，肝声如雷，唾得那祥況、那祥甜。（同上）

他淡得那公自然，酎物，好象一切都不値得椋奇。（同上）

2-3-7．補語は並列した多数の形容詞連語から構成される。

弛看着那鏡子，用一把断歯的化学柿子在慢慢柿矢。弛杭得恨小心，恨慢，恨仔

2111。（《短篇逃》）

“我可以睡地板｡”弛塊得那公思切、真城、FIZ術。（《荻奨作品》）

也杵是改革的浪潮来得太突然，太迅猛了。（同上）

2-3-8．補語は「一些」などのような補足説明の成分を伴う形容詞連語から構成さ

れる。

他、不停地姶自己“注気,.，使共奇的中枢神姪共奇得更握烈一些。（《荻奨作品》）

金沙江佑佛也要喘口気，変得平静些了。（同上）

他是十二十出矢的青年iiJ(子，身架子不小，却候得秀条了一点，臓鹿也白浄了一

点。（《短篇逸》）

2-3-9．補語は「不」を伴う否定式の形容詞連語から構成される。

三軒，我輔得不移，荊得不好。（《短篇逃》）

刈八鹸馳到了明|旬，有了一条街，述伯辻得不安逸？（同上）

在拒台里打得不辻痛，述追出来打，有吋几小嘗貨員園打一ﾉﾄ。（《荻奨作品》）

2-3-10．補語は主・述榊造の形容詞連語や文から構成される。

某国公主途姪r-州，帯着陪同人風到南方大厘来芙椋子，看了几把，看得害貨尻

不耐炳了。（《荻奨作品》）

心里好象有什公宗西拱破那些鞁皮尖鋭地侯起来，弄得他身上一陣一陣地燥熱。

(《短篇逸》）
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巨大的吊灯圦天花板上垂下，照得辺近一片金憩輝煙。（同上）

次に動詞の場合を見てみよう。

2-3-11．補語は目的語を伴う動詞連語から構成される。

他的胡ｸﾘ〔、矢友侯得遮住了胎雌。（《荻奨作品》）
●●●●●●●

他背后銀箔一条雄健昇常的黄牛，憧行的人一着jIL`E就会喜吹得忘了老婆。（《短

篇逃》）

男人博得流口水，丑女恨得膳磨牙。（同上）

脊休写信写得好，文墨好，写得劫人心。（同上）

2-3-12．補語は種種な連用修飾語を伴う動詞連語から構成される。

地Iﾘﾃ兄１１r牟斗子里的鋼板被踏得嵯隆作H1飢里面央余着只好意会不能言侍的声音。

(《短繍逸》）

而豹子好不容易詑到駄息，早就畭得辺辺地睡去了。（同上）

一雅肱今今的黒夫Ｉ！〔１，在他剃溜光的廻蛋脳売上麺得恨不成章法。（同上）
●●●□｡◆●●●●●q■ＣＤ

達侯高架得朝我胸Ilili重重地奨11;j了一拳。（同上）

2-3-13．補語は四字の動詞連語や成語から構成される。

商店述没到菅lLIkll同，「]前就折得水泄不通。（《荻奨作品》）

任他垪得天花乱墜，也引不起別人的芙趣。（同上）

他接着想起了丈夫辻那雅魔:lXi弄得神魂ｉｉｉ例的情景。（《短篇逃》）
●●●●●●●

，'1居家早就折謄得翻天覆地了。（同上）

2-3-14．補語は固定した慣用連語から構成される。
●●●●､,●●a●

如果把人放逸里面，就会化得達一快骨失都不剰。（《短篇逃》）
●●●●●●●●●

地第一小早晨圦'｣､房子里出来肘，面孔血虹，,伯椋`ltl風，蓋得達気都喘不上釆。

（同上）
●●●●●●●●●●

“既然如此，算我Iﾖj兇｡”我被噴得差点ﾉＬＲ都上不来。（同上）

一般脱釆，死者的年事越高，子刊､越多，喪似就九得規格越高，越隆重。（同上）

2-3-15．補語は趨向動詞や補足説明成分を伴う動詞連語から構成される。

弛一下子椋冴得回辻矢来，ⅡJ着我，好象我在危吉笠Iﾘﾃ。（《短篇途》）

［公主］回到箕館光心吋鏡理虹牧，気ｲ!｝突了一切。（《荻奨作品》）

2-3-16．補語は「兼語」を伴う動詞連語から構成される。
●●●●●●●

他的表情『''二粛得ﾛﾘ我想笑，好象迄几十年里，他日日想月月想的就是迄頓坂。

（《短篇進》）
●●●●●●●

娼娼温柔地折着我的失友，温柔得i'二我窒息。（同上）
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2-3-17．補語は「是」連語から構成される。

他捧得到虻是血。

然而系里的事却恨不l1lji利，是一・比。且沈大干喜。弄得他怠是一副心力交癒的祥

子。（《短篇逸》）

2-3-18補語は可能の意味を表わす連語から構成される。

楕測胎几是男是女、弄得刊､媚ｊＥ１面虹耳赤，笑也不是、笑也不是。（《短篇逃》）

［他］不欺気的``雷害`伯”汗了，枢得先生突笑不得。（同上）

2-3-19．補語は多数の並列した動詞連語から構成される。

－排伴搭扣扣得熨熨貼貼，一空不筍。（《短篇進》）

他、象弛年経吋一祥，被成１１屯成沌的鋼挟逗弄得一会」し笑，－会几笑，－会几激

劫。（同上）

2-3-20補語は「象」などのような比況を表わす連語から構成される。

元錫有一ﾉﾄ大臥生芹的保温杯就堆得象小山似的。（《荻奨作品》）

春几的眼虹得象丙朶花，水圧汪的可愛又可衿。（《短篇逃》）

本来是微弩的背，如今弩得如一雛型。（同上）

一歌手地就喋叫，ロリ声惨急得如同被黄鼠狼咬住脾頚的廻。（同上）

2-3-21補語は主・述構造の連語や文から構成される。

那粘机般的粗音大喋，震得全叺人耳朶lMii畷作Uiii。（《荻奨作品》）

二十九秒……三十五秒……石llIii科感到体内服得五１m三六脇都要爆汗来。（同上）

巨大的鶏麿在岩壁同窄小的空同盆焼，巻起一股股凡，刮得砕石叫喚着宜漆。

(《短篇逃》）

他琶一輩子倣人運慎，述那祥規行矩歩，弄得他人也随着拘拘束束的。（同上）

以上は形容詞、動詞が補語になる場合の状況を見てきたが，次はその他の品詞の

場合を見てみよう。

2-3-22．補語は副詞から構成される。補語になれる副詞は大変限られておI)，程度

を表わす「根」や「不得了」などわずかなものしかない。状態、時間、範囲、否定、

語気などを表わす副詞は補語として使えない。

会吻熱岡得恨。○（程度副詞）

会坊熱爾得不得了。○（程度副詞）

会坊熱岡得十分。×（程度副詞）

会坊然岡得非常。×（程度副詞）

会坊熟岡得正在。×（時間副詞）
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会坊熱岡得１.肖梢。×（状態副詞）

会坊熱岡得全部。×（範囲副詞）

会坊熱岡得没有。×（否定副詞）

会坊熱岡得大概。×（語気副詞）

自圦那次曝堂睡覚以后，他改邪ﾘﾖ正，用功得恨，也因此痩得更加肩書。（《短篇

逃》）

［地］是ﾉﾄ五大三粗的黒膣姐人，后書得恨，途｢]就点着王全的名字閏。（同上）

2-3-23.補語は「恵公祥」などのような代詞から構成される。

不知弛父衆的病志公祥了，弛在新多考得忽公祥。（《短篇逸》）

他現在日子辻得芯公祥了？（《荻奨作品》）

2-3-24．補語は名詞連語から榊成される。

那些鉄板把咳子、弄得一股実相。（《短篇造》）

雅佑オ，迭位十年前“南化院”的高材生，在変化元労的化学公式前面表現得出

芙抜革的聡穎ｷﾞﾛｵ智。（《荻奨作品》）

2-3-25．「得」後の補語は省略される時もある。

他把我気得。

休看他急得。

2-4Ｊ得」前の部分と「得」後の部分との関係

2-4-1．補語は「得」前の述語を説明する。

防風的脆全用妙布褒得累累的。（《短篇逃》）

天匝咳在上辺，海匝咳在下辺，直揺擢得后書，我党得象坐在一ﾉﾄ流幼的球状容

器里。（同上）

地在牟棚里把身子鏥得更紫了。（同上）

塊着，便対汪百齢看了一眼，笑笑，笑得恨甜美。（同上）

［地］熱衷子翔人介招対象，NlLi銭費力述受気，迂是干得有滋有味。（同上）

この場合の補語は述語の程度、状態を説明し，基本的に連用修飾語として述語の

前に置き換えることができる。

2-4-2．補語は「得」前の主語を説明する。

大弟已鍾筋疲力尽，眼晴都熱得虹虹的。（《短篇逃》）

小弟Iﾘﾃ得洋洋得意，迭宅生意有点把握了。（同上）

地的声音小得象蚊子吟。（同上）
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“走珪，看堺駒子放屈去冴｡.､声音高得一宜送人砿主的耳朶。（同上）

山野変得更加荒涼寂蓼了。（同上）

この場合の補語は主語を説明する述語に置き換えることができる。

2-4-3補語は「把」を使った目的語を説明する。この場合の補語は目的語と主・

述の関係に置き換えることができる。

各家傘出打帝把巷子ｲﾖ得千千浄浄。（《短篇逃》）

‘別嫌虚了，看休把迭屋子装修得象冥館似的｡”（同上）

村上的瓜溜下来，把塑料布和破席芙打得沙沙Ulil。（同上）

不想倣儒夫，我把腰杼ﾉし抜得溜宜。（同上）

2-4-4．補語は主・述構造の連語から構成される時にはその主語が意味上では｢得」

前の述語の目的語に当る場合には「把」を使って「得」前の目的語に置き換えるこ

とができる。

銭是一決磁秩，吸得几十姑娘粘着他。（《短篇逃》）

一利温暖的家庭気氣又象往日那祥弄得他有些酔。（同上）

立吋統覚得一股涼気在心里旋，凉得他恨想立刻就抱住賂脾吃蹴下去。（同上）

有了鋼琴迂得有套大島子,迂得搬出小巷子,要不然ﾛ少得左邦右舍不能唾｡（同上）

2-4-5．補語の主語と「得」前の主語とは全体と部分の関係となっている。この場

合では補語の主語を「得」前の主語の直後に置き換えることができる。

汪姉母掌得手都友丼了，七七八八就有一千几。（《短篇逸》）

当批来使館仇責招聰的中国人１１１，瑠萠－若憲激劫得声音不住地顔科。（《荻奨作

品》）

注ﾘili母感劫得眼泪都出来了。（《短篇逃》）

2-5．「得」補語が表わしている文法の意味

2-5-1程度を表わす。

連十五、六歩的娃娃都嫌了，就他賠得一場糊溌。（《短篇逸》）

那些年，八興家的日子辻得火爆爆的。（同上）

王破子那吋労得p-Tp当I11ii，仮有的一百元込是||缶走吋惜的。（同上）

六勇夫姐価急得心里冒烟，鋳出鋳逃。（同上）

那条因苅乃牢翻逃i勾里晒价的腿腐得更房害了。（同上）

2-5-2．結果を表わす。

嘩音都変了，1斯唖得象穐ﾛﾘｰ祥,惹得那些梱折在架子牟奔的眼晴椋奇地看着他。
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(《短篇迷》）

両人象咳子一祥，在操坊上作過我赴，婆子将黒膣姐人赴得一蹴一跳地走了。（同

上）

都是休ｲﾛ迄台破屯Ｉ組i，志Z､川也打不通，害得我往込ﾉL鉋一趨腿。（同上）

自此，八輿性格明型地変了，変得多疑而古怪。（同上）

2-5-3状態表わす。

回来吋就役事了，水満得一路上汲汲酒泗。（《短篇逸》）

樵子咋迭公窄痩，把屈股iiJ都褒出来了，丙条腿紫得象打車的麻杯。（同上）

庇股朝后圧在脚上．上身挺得水葱似的。（同上）

周伶看着他汚那ﾉﾄ包累得気喘呼Ｈｆ，本想姑起来拾辻去替他桂好。（同上）

－換再検，－頁換到屯教中心的放映室，学生辺是折得象沙丁重罐夫。（同上）

2-5-4.時間を表わす。

八勇照例去得恨晩，圦容不迫，斯斯文文的。（《短篇逃》）

“来I'１，，体、干得真早野｡”（同上）

“休比我起得迂早１．.（同上）

有天晩上，回来得恨晩，嚇巳油光光的。（同上）

地又幻想，他可能走得晩了一点。（同上）

信恨筒短，字是歪歪斜斜的，象是写得恨合促。（同上）

2-5-5．数還を表わす。

人釆得恨多，且lI1Tか成价夏余。（《短繍逃》）

客人餓的吋同俟了，吃得多。（同上）

加之，Ⅱiii豆稀坂瀧得太多，NI1iIi下不久，就亦条条下抗尿了几次。（同上）

小珍所，一次不敗芙得太多。（同上）

接近夏天的吋候，股末一荏蚕要董了，吃得特別多゜（同上）

迄一担桑叶釆得特別多，夢筐装得冒了尖。（同上）

弛吃得恨少，也恨少塊活，光看我。（同上）

2-5-6判断を表わす。

我相信我考得不譜。（《短繍逸》）

高考有考得好的，有考得坏的，有笑的，有笑的。（同上）

信写的多，也写得有情意。（同上）

死，也要死得有价値，不能辻人……。（《荻奨作品》）

列ﾂ:況得対，民族|可題笑豚上一十价扱|可題。（同上）
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三可能の意味を表わす「得」補語文の構造

可能の意味を表わす可能補語は次のような基本式がある。

肯定式述語十得十補語（Ｖ得Ｃ）

否定式述語十不十補語（Ｖ不Ｃ）

肯定式述語十得（Ｖ得）

否定式述語十不得（Ｖ不得）

可能補語は肯定式より否定式の方が使う頻度が高いと言われている。劉月華氏の

考察'４)によると，四人の作家の百五十万字の作品には否定式の「Ｖ不Ｃ」の用例が

1121例であるのに対して，肯定式の「Ｖ得Ｃ」の用例がわずか42例しかなく，否定

式は肯定式の約三十倍にもなっている。また「Ｖ得｣、「Ｖ不得」の場合も否定式の

238例に対して，肯定式の「Ｖ得」がわずか18例しかないと指摘している。では可能

補語文の構造を具体的に見てみよう。

3-1．「得」・「不」前の部分

3-1~l・形容詞が「得」．「不」前の述語になる。この場合は普通肯定式がなく，否

定式しかない。先ず単音節形容詞の用例を見てみよう。

周伶気不得，悩不得，－股塊不出的１.it感在他的胸中１１}１１)升起。（《短篇逸》）

来……来込劫，他、好不了！（同上）

対付他ｲﾛ，我、的手軟不得。

次は双音節形容詞の場合を見てみよう。

迭次考拭至失重要大意不得。

他紫維不得，一繁雑就得病。

3-1-2．動詞が「得」．「不」前の述語になる。この場合は肯定式より否定式の方が

よく使われる。また肯定式・否定式を連用にして使うこともよくある。先ず単音節

動詞の用例を見てみよう。

八珂忍不住了，篠子一棒，俄然変色，挑袖而去。（《短篇逃》）

「任朽尼倣得到，IWll小述敢磨路。（《荻奨作品》）

“今天体倒塊塊，是放得放不得？”（同上）

喜云俊弛看得出来。（《荻奨作品》）

次は双音節動詞の用例である。

当然他怡tI~得到，不出多久，又会有人Ｂｉ(花。（《荻奨作品》）
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元奈三言両培也疏等不通，弄得不好,逆反心理加重，更不利子教育。（《短篇迷》）

“迭十迄ﾉﾄ，，我推i委不辻去。（同上）

3-1-3．「得」・「不」前の動詞には「可以｣、「能」などの助動詞を置くことができ

る．

此吋，在人(､的心晁上空弥漫的不安的明云，可不是“老社風，､几句吹階幽獣之

辞能躯得散的。（《荻奨作品》）

破砕了的小船，迂能窪得起狂浪迎矢撞市公。（同上）

3-1-4Ｊ得」前の述語には「没有」などの否定語を置くことができる。

絶虹的火光在膣上跳，g1IIl油的失友没来得及椋，散披在肩上。（《短篇逃》）

第二天搬家的汽牟就到他家ｎ口，他什公也没有釆得及收拾。（同上）

迄些活，桃任安自然不太Iﾘﾃ得到，就是lﾘﾃ到了也不容易槁得根明白。（同上）

3-1-51得」・「不」前の述語には種種な連用修飾語を置くことができる。

他其実也淡不上什公交往，只是眼萢正字税活的回数多些。（《短篇逃》）

迄回要坪不上，看休脆性lWIl里掴。（同上）

我那表部只会死実力気，連ﾉHZl囹活都塊不全。（同上）

八勇的几ﾉﾄ几子碗爽算得上孝子，姪常寄銭寄物自不必塊。（同上）

迄一次要再上不去，就恨唯塊得辻去了。（同上）

3-1-6.「得」・「不」前の述語にはよく施事、受事、場所、時間などの主語が伴う。

また前の文の主語などの成分を受けて，その主語が省略される場合もある。

我要対得起染几，我想到辻扱恩。（《短篇逃》）

昨天盆鐘又花干了，豆腐脳也吃不上。（同上）

我看清了他是堆，他就是夫｣し。［］看得出他是想簾近我，我更想雄近他。（同

上）

３２．「得」・「不」後の部分

3-2-1形容詞が「得」・「不」後の補語になる。

辻去他、吃得炮，住得好，垪辺生。（《荻奨作品》）

他被林子里数不清的王立秋的彰子折磨得睡意全消。（《短篇進》）

因X)在ﾀﾄ而延得久，拮交｢－，把世砺看得透，也就把銭看得淡漠。（同上）

他一面走一面対自己塊：“我是柏干不好オ没幼迄ﾉﾄ念矢｡”（同上）

3-2-2．動詞が「得」・「不」後の補語になる。

他一身煤黒，満脇汗水，有吋板都願不上吃。（《荻奨作品》）

求西一出｢]就弓商店元共，管休搬得幼搬不幼。（同上）
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迭是我伯女人的事，只有女人オ悦得通。（《短篇逸》）

“吠，太麻畑１太麻畑，迭公多規矩如何氾得住？”（同上）

但他是一卜諮込之人，酒下几掬悲恰的老泪后，痛定思痛，也想得汗。（同上）

3-2-3趨向動詞が補語になる。

只要肯出銭，什公祥式他都倣得出来。（《短篇迷》）

那罪雌再拮笑的身子骨也辻他放不辻去。（同上）

大圏雄，願名思又，逃得来就姶圏住出不去了。（《荻奨作品》）

数得泣来要收，数不辻来也得收。（同上）

掌得起，放得下，却也泰然酒脱。（同上）

高血圧是富微病，休想得述得不上１１１回！（《短篇逃》）

3-2-4．「了」が「得」・「不」後の補語になる。

有了迭文免，我敢肯定他、1ｺ得了普天下的麻坊牌局。（《短篇逃》）

他Irl柏棉花実不了，大葱也嫌不着銭，白搭了功夫和脚力。（同上）

我早就塊辻，城里猪肉吃不了，在合庫撰了好几年了、能不有点味勾（同上）

没五百決銭人家不辻住院，不汗刀就活不了命。（同上）

3-2-5．補語が「得」・「不得」だけで構成される。

福也享得，労罪也受得，飼心不操，示采呵呵。（《短篇逃》）

失仲釆慌忙鉋辻来投他：“使不得，使不得，……｡”（同上）

骨是象骨、竹骨壌嵌得不露痕述，－如天然一決黒白両色的整体，是那秤皎活几

比不得的。（同上）

“石も尼，浪太大，小船去不得冴１．.椎小船的同志和其他船員扮扮功阻｡。（《荻

奨作品》）

3-2-6可能補語の後に目的語を置くことができる。双音節趨向動詞の場合には目

的語は双音節趨向動詞の間に置く。

現在我的地位変了，枕要走，忽公対得起作、。（《荻奨作品》）

倣不起人，拾不起矢。（同上）

可是，我和我的同事几乎被他、的安排折得透不辻気来。（同上）

尽管他己藤得ｕＩ不出声来，可他迩要叫。（同上）

不是更有“新活"，碗大的公章抵不上小股面一卜叫？（《短篇逃》）

3-3.可能補語が表わす文法の意味

3-3-1．補語が形容詞・動詞から構成される場合は主観的或は客観的条件がある種
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の動作の実現を許容するかどうか，或いは動作の結果を示すという意味を表わす。

我常ﾇｵ自己塊：“政府的事用得着liR来管公？”（《短篇逃》）

一下子没有牟柄声脱活声，甚至連呼吸声都明不到了。（同上）

迭黄河白日里是看不兄的，只有在役有月光的夜里，亡オ圦河床上凸来。（同上）

3-3-2．補語が趨向動詞から構成される場合は主観的或は客観的条件がある種の動

作の実現を許容するかどうか，或いは動作の方向を示すという意味を表わす。

［老閏女］至今癩在坑上嫁不出去。（《短篇逸》）

花瓦托在楼角讓起的杉木-16楠上，搭眼就看得出迄家准是地主。（同上）

茅草屋恨旧，、宙失不上，草屋IUi年深月久，友毒腐姥。（同上）

没有升灯，外面的光透不逃，屋里因此就黒。（同上）

3-3-3補語が「了」から構成される場合は主観的或いは客観的条件、能力がある

極の動作の実現を許容するかどうかという意味を表わす。この場合は動作の結果や

方向とは関係がない。

込封信我写不了。→書く能力がない。

迭封信我写不完。→書き終えない。

込酒太烈了，我喝不了。

今天有急事，晩上的屯影看不了了。

猪多了，吃不了，能眼看着辻国家受掘失喝？（《短篇逃》）

3-3-4「得上「不得」が補語になる場合は主観的或いは客観的条件がある種の動

作の実現を許容するかどうか，または情理上或いは環境上から許すかどうかという

意味を表わす。

他(､感到的一定是痛苦，我象倣了兄不得人的事一祥，急忙圦河里爬起来。（《短

篇逸》）

非人非突，算不得賢良之韮，怪不得断子絶孔､。（同上）

休一卜人去得叫？

迭件事塊得塊不得？

四構造及び意味の比較

4-1．連用修飾語と「得」補語との比較

4-1-1．副詞「根」は補語として「得」の後に置くこともできれば，連用修飾語と

して述語の前に置くこともできる。

天気熱得恨。→天気恨熱。
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迭里的物价撒得恨。→迄里的物价恨撤。

どちらも程度を表わすものであるが，補語として表わす程度と連用修飾語として

表わす程度を比較すると，補語として表わす程度の方が高い。

補語として使える副詞は「根」のほかに「不得了」などがあるが，「根」のように

簡単に連用修飾語として述語の前に置くことができない。

商店里人多得不得了。→・商店里人不得了地多。×

他高共得不得了。→他不得了地高共。×

4-1-2．動作や変化の状態を表わす補語の中には一部分のものが連用修飾語として

述語の前に置くことができる。

他姑得宅宜。→他宅宜地姑着。

他吃得恨慢。→他慢慢地吃。

他看得仔`111．→他仔鋼地看。

このような場合は文が表わしている意味が基本的に同じであるが，強調する部分

が違う。「得」補語文の強調する部分が「得」後の補語にあり，補語の部分が「得」

前の部分より重いのである。これに対して，連用修飾語の場合は文の強調する部分

が連用修飾語にあらず，述語にあるのである。つまり「得」補語の場合は文の中心

が述語の後にあり，連用修飾語の場合は文の中心が述語にある。

4-1-3.「得｣補語文の場合は補語は多種多様な連語を使うことができるが,連用修

飾語の場合は使える種類が少ない。

耳朶床得通虹。→耳朶通虹地ijIFi。×

起得比我汪早。→比我込早地起釆。×

累得筋疲力尽。→筋疲力尽地累。×

打扮得不象活。→不象活的打扮。×

商睡得差不多了。→差不多地商量。ｘ

気得宜圏周女。→宜圏閏女地気。×

急得要死。→要死地急。×

4-2可能補語と程度・状態・結果補語との比較

可能の意味を表わす補語と程度・状態・結果の意味を表わす補語とは時には構造

上ではまったく区別がなく，どちらの意味でも捉える場合がある。次の例を見てみ

よう。

他塊得清楚。→彼ははっきりと言っている。
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→彼ははっきり言える。

牟升得快。→車は速く飛している。

→車は速く瓶せる。

衣服洗得干浄。→服はきれいにあらっている。

→服はきれいに洗える。

次は，このような場合の違いを考えてみよう。

4-2-ｌ先ずこの種の文の否定式が連う゜可能補語の否定式は「得」を「不」に変

えさせる。程度などの補語の場合は「得」の後に「不」を加える。

他塊得清楚。→他呪得不清楚。（程度補語）

→他脱不清楚。（可能補語）

可呈起了迄混帷的来西，什公也看不几。（《短篇逸》）（可能補語の否定式）

弛参迄次病得不一般，要死要活的，一到新多就大吐血。（《fWi篇逸》）（程度補語

の否定）

4-2-2．可能補語の場合はよく趨向動詞を使うが,程度．状態．結果補語の場合は

直接使わない。

当吋，八勇膵几痛，一句活也反不上来。（《短篇進》）（可能補語）

要是院塒不倒他也看不出来。（同上）（可能補語）

高高考近了，同学ｲﾛ都変得自私起釆，伐得涜料的，対没批到的保密。（同上）（結

果補語）

4-2-3．可能補語の場合は補語は比較的簡単なものが多く，補語の後に目的語を伴

うことが可能である。礎度・状態・結果補語の場合は補語は簡単なものもあれば，

複雑なものもある。また補語の後に目的語を直接伴わないのが普通である。

只是科研方面，几十年来，他塊不上有什公家祥的建桝。（《斑篇逸》）（目的語を

伴う）

学生Ｉ､喋若寒蝉，欣岱.得五体投地。（《短篇逸》）（目的語を伴わない）

4-3．「得」補語と「個」補鰭との比較

4-3-1「佃」補語'5)構造は「得」補語構造とよく似ている。「佃」補語は次のよう

なものがある。

（a）述語と補語の間では「得」の代わりに「価」を使う。

喝ﾉﾄ揃快。吃ﾉﾄ地。糸ﾉﾄ湾犬不留。

（b）「個」の前に更に「了」を加える。
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着了ﾉﾄ清楚。同了ﾉﾄ洋畑。

（c）「個」の前に目的語「右」を加える。

吃宅ﾉﾄ痛快。玩官卜鯵。打ちﾉﾄ措手不及。

（｡）「個」の後に「不」を加える。

閏へ不休。下小不停。呪ﾉi､不完。

（e）「個」の前に更に「得」を加える。

打得小半死。打得ﾉﾄ落花流水。

次は「得」補語構造と「佃」補語機造の相違を見てみよう。

4-3-2．先ず「個」補語の「個」は「得」に換えられるかどうかを見てみよう。

（a）「個」を「得」に換えることができるもの。

喝卜痛快。→喝得痛快。

（b）「個」の前に「了」を加えたものについては，「了」を取ったら，「個」を「得」

に換えることができる。

看了卜清楚。→看了得清楚。×

→看得清楚。○

（c）「個」の前に「官」を加えたものについてはそのままでは換えられないが，

「直」を取ったら換えられる。

吃セノi､痛快。→吃右得痛快。×

→吃得痛快。○

（｡）「個」の後に「不」を加えたものについては「得」に換えることができない。

圏卜不休。→閏得不休。

（e）「佃」の前に「得」を加えたものについては「個」を取ったら，「得」補語に

なる。

打得ﾉﾄ半死。打得半死。

4-3-3「個」補語の特徴として述語と「佃」の間に「了」を加えたり，目的語「右」

を差し入れたりすることができるが，「得」補語の場合はできない。

看了卜清楚。→看了得清楚。×

吃もﾉﾄ痛快。→看官得痛快。×

4-3-4｢得｣補語の場合は補語の形容詞の前に「不」を加えることができるが,「個」

の場合はできない。

喝得不痛快。→喝ﾉﾄ不痛快。×

4-3-5．「得」補語の場合はよく趨向動詞を使うが，「個」補語の場合は使わない。
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透得近来。→透卜近来。×

4-3-6．「個」補語の場合は意志や願望の意味を表わすが，「得」補語の場合は可能

を表わす。

吃小炮。吃得炮。玩ｾﾉﾄ鯵。玩得鱸。

4-3-7.「個」補語は結果や状態を表わすが，「得」補語は結果や状態を表わす外に

可能の意味を表わす時もある。

看了ﾉﾄ清楚。看得清楚。

打得ﾉﾄ半死。打得半死。

おわりに

以上「得」補語文の構造、意味及び他の構造との比較などを考察してきたが，こ

れらの考察を通じておよそ次のようなことが言えよう。

①「得」という字はもともと「得る」という意味の他動詞として使っていた。お

よそ漢の時代から、この「得」は動詞の前から動詞の後に置くようになった。

そしてその実の意味がだんだん薄くなって，およそ唐の時代から現在のよう

な補語助詞になったのである。

②「得」補語文では「得」前の述語として使えるのは動詞、形容詞しかない。ま

た「得」と述語の間には他の言葉を加えることができない。「得」前の主語が

前の文の主語などを受けて省略することができる。

③「得」補語は多種多様な形がある。動詞、形容詞、名詞、代詞、副詞及びそれ

らの連語、文などが補語として使える。「得」補語は特別な場合を除いては省

略ができない。

④「得」補語は程度、状態、結果、時間、数鼠、判断、可能などの意味を表わす。

⑤「得」補語文では文の強調する部分は述語にあらず，「得」補語そのものにあ

る。

⑥可能の意味を表わす「得」補語は肯定式よりも否定式の方がよく使われてい

る。また「得」の前に撒く動詞、形容詞は単音節のものが多い。

⑦可能の意味を表わす「得」補語は時には程度・状態・結果などを表わす補語

と構造がまったく同じである場合があるが，否定式がまったく違う。

⑧「個｣補語は「得｣補語とよく似ているが，主な違いは「個」補語の場合は「個」

の前に目的語を直接伴うことができるが，「得」補語の場合はできない。
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注

１）補語をつなぐ「得」はその品詞分類に関しては，意見が分れていて，いまだにま

だ統一されていない。王カ氏は「真正的詞尾」としている。それに対して，呂淑

湘氏は「助詞」とみなす。朱徳煕氏は可能の補語をつなぐ「得」は助詞として見

るが，可能補語以外の「得」は「動詞後綴」とする。王カ氏の「漢語史稿」（科学

出版社1980年)、呂淑湘氏の「現代漢語八百調」（商務印書館1981年)、朱徳煕氏の

「語法講義』（商務印書館1982年）参照。

２）朱徳煕氏の「語法講鑓では「看泣三次」のような文は「準賓語」とする。

３）朱徳煕氏は「呪十滴楚」のような文を「程度質語」とする。

４）朱徳煕氏は「処所・時間賓語」とする。

５）播允中「漢語語法史概要」中州書画社1982年。

６）岳俊発「得字句的産生和発展」「語言研究」1984年二号。

７）楊建国「補語式発展試探」《語法論集第三集》中華書局1959年。

８）王力「漢語史稿」中冊、科学出版社1981年。

９）注６参照。

10）注７参照。

11）岳俊発の「得字句的塵生和発展」の論文では明代の小説「古今小説l、「轡･世恒言｣、

「醒世恒言｣、「西遊記｣、「水淋伝」ではいずれも「Ｖ得ＯＣ」櫛造は「Ｖ得ＣＯ」

概造より用例が多いと指摘している。

12）『1983～1984年全国優秀報告文学評選獲奨作品選」の略称，作家出版社。

13）「1987年短編小説選」の略称，人民文学出版社。

14）劉月華「可能補語用法的研究」「中国語文」1990年４期。

15）丁声樹氏の「現代漢語語法講話」商務印書館、唐啓運氏の「句子成分論析ｊ上海

教育出版社では「得｣、「得個」でつなぐものは補語とされている。朱徳煕氏「語

法講義」では程度賓語としている。


